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は
じ
め
に

　

東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
活
魚
市
場
は
、
近
年
の
養

殖
生
産
技
術
と
鮮
度
維
持
技
術
の
発
達
お
よ
び
交

通
条
件
の
整
備
が
相
ま
っ
て
成
長
し
て
き
た
部
門

で
あ
る
。
韓
国
は
日
本
向
け
の
ヒ
ラ
メ
、
日
本
は

韓
国
向
け
の
マ
ダ
イ
、
中
国
（
台
湾
）
は
日
本
向

け
の
ウ
ナ
ギ
、
テ
ラ
ピ
ア
の
生
産
に
主
力
を
置
い

て
い
る
。

　

韓
国
の
ヒ
ラ
メ
養
殖
は
八
〇
年
代
半
ば
に
、
日

本
か
ら
一
部
の
養
殖
技
術
を
導
入
し
、
今
日
に
お

い
て
は
量
的
・
質
的
に
日
本
を
上
回
っ
て
い
る
。

図
一
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
韓
国
の
養
殖
ヒ
ラ
メ

の
日
本
へ
の
輸
出
が
急
増
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、

韓
国
の
ヒ
ラ
メ
養
殖
業
の
動
向
を
紹
介
す
る
。

一 　
　
浅
海
魚
類
養
殖
業
の
動
向

　・
　

韓
国
の
海
面
魚
類
養
殖
は
淡
水
魚
類
養
殖
、
海

藻
類
養
殖
に
比
べ
歴
史
が
浅
く
、
一
九
六
四
年
東

海
岸
で
蓄
養
形
態
の
ブ
リ
類
を
対
象
に
初
め
て
導

入
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
七
〇
年
代
に
、
南
海
岸
を

中
心
に
ブ
リ
類
、
ト
ラ
フ
グ
、
マ
ダ
イ
に
対
す
る

国
立
水
産
振
興
院
と
漁
業
者
と
の
試
験
養
殖
が
試

み
ら
れ
た
が
、
当
時
は
養
殖
経
験
が
な
か
っ
た
た

め
、
試
験
的
な
領
域
を
越
え
な
か
っ
た
。
養
殖
方

法
も
ブ
リ
の
天
然
モ
ジ
ャ
コ
と
マ
ダ
イ
の
稚
魚
を

採
捕
し
、
短
期
飼
育
（
一
〜
二
ヶ
月
）
し
た
後
、

日
本
へ
輸
出
す
る
の
が
海
面
魚
類
養
殖
の
姿
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
七
六
年
以
後
、
稚
魚
輸
出
の
防

止
の
た
め
、
体
長
二
〇 
㎝ 
以
内
の
輸
出
を
規
制
す

る
資
源
保
護
令
の
発
効
に
よ
っ
て
、
中
間
種
苗
生

産
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
魚
類

養
殖
技
術
が
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
、
八
〇
年
代
に
は

政
府
の
主
導
下
で
、
ヒ
ラ
メ
、
マ
ダ
イ
、
カ
レ
イ

類
な
ど
の
一
六
種
の
種
苗
生
産
技
術
が
確
立
し
た
。

し
か
し
、
図
二
の
養
殖
生
産
量
の
推
移
を
み
る
と
、

九
〇
年
ま
で
養
殖
生
産
量
は
一
万
ト
ン
に
も
及
ば

ず
、
し
か
も
ブ
リ
類
が
九
割
以
上
を
占
め
る
段
階

に
止
ま
っ
て
い
た
。

　

九
〇
年
代
に
入
り
、
魚
類
養
殖
生
産
に
大
き
な

変
化
が
見
ら
れ
た
。
魚
類
養
殖
生
産
量
は
九
五
年

の
わ
ず
か
八
千
ト
ン
か
ら
、
九
八
年
に
は
三
・
七

万
ト
ン
を
超
え
る
驚
異
的
な
生
産
増
加
が
見
ら
れ

る
。
魚
種
別
に
見
る
と
、
以
前
の
ブ
リ
類
か
ら
九

〇
年
代
半
ば
に
は
ヒ
ラ
メ
が
、
そ
の
後
は
ク
ロ
ソ

イ
の
生
産
増
加
が
著
し
い
。
九
八
年
の
生
産
量
は

ヒ
ラ
メ
が
二
・
二
万
ト
ン
（
日
本
は
約
八
千
ト
ン
）、

ク
ロ
ソ
イ
が
一
・
三
万
ト
ン
と
な
り
、
ヒ
ラ
メ
が

全
体
魚
類
生
産
量
の
六
〇
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

　

韓
国
に
お
い
て
、
ク
ロ
ソ
イ
の
生
産
が
増
加
し

た
の
は
、
水
温
条
件
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
南

海
岸
の
冬
場
水
温
は
一
部
地
域
を
除
き
斃
死
限
界

水
温
で
あ
る
七
〜
八
度
ま
で
下
が
る
が
、
ク
ロ
ソ

イ
は
冷
水
系
魚
種
で
冬
場
の
低
水
温
に
耐
え
ら
れ

る
。
ま
た
ク
ロ
ソ
イ
は
人
工
種
苗
技
術
の
確
立
と
、

韓
国
の
刺
身
食
文
化
の
特
性
で
、
歯
ご
た
え
の
あ

る
白
身
魚
が
好
ま
れ
る
と
い
う
消
費
構
造
に
よ
っ
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て
成
長
し
た
魚
種
で
あ
る
。
一
方
、
ブ
リ
類
は
餌

料
係
数
の
高
い
魚
種
で
、
生
餌
供
給
が
円
滑
で
は

な
い
韓
国
で
は
適
さ
な
い
魚
種
と
な
っ
て
い
る
。

他
魚
種
と
し
て
生
産
量
が
増
加
し
て
い
る
の
が
、

マ
ダ
イ
、
ス
ズ
キ
、
ボ
ラ
で
あ
る
。

二 　
　
主
要
ヒ
ラ
メ
養
殖
産
地
の
動
向

　・
�
南
海
岸
地
区

　

魚
類
養
殖
の
先
進
地
域
で
あ
る
南
海
岸
地
区
は
、

韓
国
養
殖
生
産
量
の
八
割
を
占
め
る
も
っ
と
も
生

産
性
の
高
い
漁
場
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
風
波
の

影
響
が
少
な
く
内
湾
型
漁
場
で
あ
る
た
め
、
小
割

式
養
殖
が
早
く
か
ら
導
入
さ
れ
、
比
較
的
零
細
で
、

小
規
模
、
小
資
本
に
よ
る
漁
村
契
（
日
本
の
漁
協

単
位
）
単
位
の
養
殖
場
が
多
い
。
し
か
し
、
水
温

範
囲
か
ら
養
殖
適
地
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
産

業
化
と
過
密
養
殖
に
よ
る
漁
場
環
境
の
悪
化
で
生

産
量
が
停
滞
し
て
お
り
、
ヒ
ラ
メ
か
ら
ク
ロ
ソ
イ

と
そ
の
他
魚
種
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
る
。

�
済
州
島
地
区

　

済
州
は
交
通
立
地
条
件
が
悪
い
た
め
、
養
殖
へ

の
参
入
が
他
の
地
区
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
最
低
水
温
一
四
度
前
後
と
い
う
良
好
な
水
温

条
件
と
、
火
山
島
の
特
性
に
よ
り
海
岸
で
得
ら
れ

る
年
中
一
七
度
の
地
下
水
の
利
用
で
、
陸
上
水
槽

式
に
よ
る
ヒ
ラ
メ
養
殖（
済
州
生
産
量
の
九
九
％
）

が
盛
ん
で
あ
る
。
こ
の
自
然
立
地
条
件
に
支
え
ら

れ
、
ヒ
ラ
メ
の
成
長
が
南
海
岸
地
区
に
比
べ
五
ヶ

月
も
早
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
資
本
集
約

的
な
大
規
模
経
営
体
が
多
く
集
積
し
、
韓
国
の
日

本
へ
の
ヒ
ラ
メ
輸
出
量
の
七
〜
八
割
を
占
め
て
い

る
。

　

近
年
、
北
済
州
郡
に
敷
地
二
万
五
、
四
四
五
㎡
、

年
間
一
千
ト
ン
の
生
産
可
能
量
を
も
つ
二
九
個
の

養
殖
場
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
も
ヒ
ラ
メ
養

殖
生
産
量
は
大
き
く
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。

三 　
　
流
通
・
価
格
の
動
向

　・
　

韓
国
の
養
殖
ヒ
ラ
メ
流
通
は
、
一
部
に
鮮
魚
形

態
で
卸
売
市
場
を
経
由
し
内
陸
大
都
市
を
仕
向
先

と
す
る
流
通
形
態
も
あ
る
が
、
活
魚
形
態
の
市
場

外
流
通
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
活
魚
形
態
の
市

場
外
流
通
の
担
い
手
は
、
活
魚
運
搬
業
を
兼
ね
て

い
る
零
細
な
産
地
及
び
消
費
地
の
活
魚
問
屋
で
あ

る
。
彼
ら
の
主
な
販
売
先
は
海
岸
沿
い
に
位
置
す

る
刺
身
専
門
活
魚
料
理
店
（
観
光
地
に
立
地
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
）
と
店
舗
内
に
水
槽
を
持
つ
都
市

部
の
活
魚
料
理
店
で
あ
り
、
主
な
商
品
サ
イ
ズ
は
、

活
造
り
需
要
が
多
い
た
め
、
八
〇
〇
ｇ
〜
一 
㎏ 
で

あ
る
。

　

ヒ
ラ
メ
は
刺
身
用
と
し
て
韓
国
で
最
も
人
気
の

あ
る
魚
種
で
あ
る
が
、
ヒ
ラ
メ
養
殖
が
本
格
化
す

る
前
に
は
八
万
ウ
ォ
ン
／ 
㎏ 
を
上
回
る
高
級
魚
で

あ
っ
た
た
め
、
消
費
の
大
衆
化
が
そ
れ
ほ
ど
進
展

し
な
っ
た
。
し
か
し
、
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
ヒ

ラ
メ
養
殖
の
普
及
と
急
激
な
生
産
増
加
で
、
価
格

低
下
が
著
し
い
状
況
で
あ
る
。
ヒ
ラ
メ
の
産
地
価

格
の
推
移
を
み
る
と
、
八
八
年
の
三
万
五
千
ウ
ォ

ン
か
ら
九
八
年
の
一
万
三
千
ウ
ォ
ン
台
ま
で
下
落

し
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
の
よ
う
に
量
販
店
を
中
心
と
す
る

活
け
〆
形
態
の
鮮
魚
流
通
が
定
着
し
て
い
な
い
韓

国
に
お
い
て
は
、
活
魚
と
鮮
魚
の
消
費
地
価
格
差

が
五
〜
六
倍
ま
で
広
が
っ
て
い
る
状
況
で
、
今
後

鮮
魚
流
通
を
確
立
し
、
ヒ
ラ
メ
市
場
を
拡
大
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

　

月
別
価
格
動
向
は
、
八
〜
一
〇
月
ま
で
の
価
格

が
全
般
的
に
高
い
。
こ
れ
は
各
産
地
の
出
荷
時
期

と
関
係
が
あ
る
。
南
海
岸
は
五
〜
六
月
、
一
一
〜

一
二
月
、
済
州
道
は
一
一
〜
翌
年
四
月
に
出
荷
が

集
中
し
、
端
境
期
で
あ
る
八
〜
一
〇
月
は
ヒ
ラ
メ

の
育
成
期
間
で
、
出
荷
量
も
少
な
い
た
め
で
あ

る
。

四 　
　
む
す
び

　・
　

韓
国
の
ヒ
ラ
メ
養
殖
は
、
韓
国
の
経
済
発
展
と

所
得
増
加
に
支
え
ら
れ
、
養
殖
技
術
の
進
歩
に
よ

り
成
長
し
た
。
各
養
殖
産
地
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の

立
地
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、

過
剰
生
産
に
よ
る
価
格
低
下
（
限
ら
れ
た
養
殖
対

象
魚
種
）、
漁
場
環
境
の
悪
化
（
主
に
南
海
岸
の
小

割
式
養
殖
）、餌
料
不
足
に
よ
る
餌
料
価
格
の
上
昇
、

人
件
費
の
上
昇
、
市
場
流
通
条
件
の
脆
弱
さ
な
ど

の
多
く
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
限
界
を
乗
り
越
え
る
た
め
、

①
新
し
い
養
殖
方
法
（
耐
波
性
養
殖
）
の
開
発
、

②
新
魚
種
の
導
入
、
③
餌
料
開
発
、
④
遺
伝
育
種

研
究
、
⑤
環
境
親
和
的
養
殖
技
術
の
開
発
な
ど
、

様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
農
村
金
融
研
究
会　

宋　

政
憲
）

調査と情報　第１８３号 （２００１年８月）


